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子どもたちの作品集

表紙の絵は、3歳のHくんが描いたものを掲載させてもらいました。Hくん、ありがとう！
乳児院にご関心をお寄せいただく声を沢山いただいています。本当にありがとうございます。また来年もどうぞよろしくお願いいたします。（編集委員）

編集後記編集後記

だより

わたしたちの「理念」

麻布乳児院
Azabu infant home 〒106 ‒ 0047

東京都港区南麻布５丁目１番20号

●個性の尊重
●心身の健全な発達促進
●家族や地域社会との連携

広報１２月３１日　第３号

1 子どもの声　 2 親子の面会交流について思いを深める　 3 乳児院における看護師の役割
4 ボランティアの方への感謝　 5 養育者へのインタビュー　 6 子どもたちの作品集

広報誌「麻布乳児院だより」では、社会的養護の元にいる子どもの声をお届けすることを主眼としています。
社会の一員として、ともに子どもの声に耳を傾け、一緒に考えていきたいと思います。

主な記事

つよいぞ！らいおん！



「くるんと寝返り」

子どもの声

最近、寝返りが出来るようになった A くん。寝返りをしてから今

までと異なる世界を知った A くんはさらに興味が出てきて、頭を

少しずつあげるようになりました。興味や好奇心が子どもを成長

させるのだと改めて感じました。最近では腹這いで玩具に手を伸

ばすこともあります。その興味が今度は前に進むことに繋がるの

だと思うと、これからの成長がとても楽しみです！（小倉）

以前から、ペットボトルでゴクゴクと飲む真似をしたり、輪っかの

玩具を回転させたりして遊んでいました。すると、突然 B くんが

ペットボトルに輪っかをはめて遊び始めました。輪っかがはまって

嬉しそうなBくんを見たCくんとDちゃんも、ニコニコと近づいて、

まねっこ♪新しい遊び方を見つけたり、お友達の遊びをよく見て、

真似したり……。いつもと変わらない毎日の中でも子どもたちは

常に、キラキラした気持ちで楽しいことを自ら探しているのだなと

感じました。（新井）

Aくん：あれ？なんだろう？なんかあるぞ。（寝返って）

　　　　　 わ！近くなった！ なんだか景色も違うぞ。

　　　　　 ん、ん、よいしょ。頭が少し重いけど、

　　　　　 もっとよく見えるようになった！今度はさわってみたいな～～

Bくん：（いつもみたいに、ゴクゴクのむのも、ころがすのも楽しいな）

（もっとこうしたら、　おもしろいかな？こうやってみようかな？） 

「おお～！」（できた！）

Cくん、Dちゃん：（なんか、楽しそうなことやってる～！やってみよう！）

子どもの様子

子どもの様子

0歳の乳児の声

1歳の子どもの声

「新しいことを発見する日々」

いつも一緒の 2 歳のお友達 2 人組。Eちゃんがしている事は Fくんが、Fくん

がしている事は E ちゃんが真似っこをします。この日はいつも手掴み食べをす

る事の多い Fくんが Eちゃんの真似をして自分から進んでスプーンを使っていま

した。食事の場面では、楽しい雰囲気を大事にすると同時に食事に興味を持ってもら

い、スプーンやフォークを使えるように工夫していますが、養育者が教えるだけではなく、子

ども達同士が真似っこをしながら自分で使う楽しみを見つける事も大事だと思っています。また、

一緒に真似っこをしながら出来る事が増えている2 人の成長を感じています。（徳田）

「なかよく真似っこ」

Eちゃん：わぁーい！すきなデザートだ！スプーン使って食べるぞ！

Fくん：Eちゃんがスプーン使ってる！ぼくも使いたいな。

　　　　　　どうやって使ってるのかな？

「秋の宝さがし」

Gくん：「どんぐりがたくさん落ちてる！ちゃいろ、みどり…ぼうしを

かぶってるどんぐりも見つけたよ。あ！石の下にも落ちてる！

ちょっとドキドキするけど、手を伸ばしてみよう…とれるかな……

子どもの様子

子どもの様子

2歳の子どもの声

2歳の子どもの声

近くの公園にお散歩に出かけると、いつも必ずたくさんのドング

リを見つけては、大切に袋に入れて帰ってきます。大きさや色が

違ったり、帽子がついていたりと、1つ 1つの違いに気づき、養

育者に「なんで ?」と問う姿が見られます。居室に持ち帰ったド

ングリは、綺麗に泥を落とした後におままごとの具材として大活

躍です。お玉ですくってカップの中に落とした時の転がる音や、

手の平に乗せて触れたときの感触を楽しんでいます。日々の遊び

を通して季節ごとの自然と触れ合い、色 な々ことに興味津々の子

どもたちです。（棚田、桑原）



親子の面会交流について思いを深める

生活の場所での面会

成長発達と感染対策

コロナ禍において医療機関や福祉施設等では、親子の面会交流制限が行われています。私
たち麻布乳児院は、子どもたちの命や健康を守り、厳しい感染対策を行いながらも、子ども
の権利や長期的な視点から親子の面会交流を続けられるように話し合ってきました。目の前で
視線を合わせ、触れたり抱っこしたり、リズムで応答し合う乳幼児期の交流は「今」必要な
ものです。今乳児院にいる子どもたちが 5 年 10 年 20 年経ったとき、コロナ禍においても親
子が面会交流をしていたことを伝えたいと思っています。

“人命か、経済か” このような論争をメディアを通して耳にする中、コロナウイルス感染症感染拡大に伴い緊急事態宣言が発令され、

様 な々日常が制限されました。誰もが予測をしていない事態において、医療従事者である私たち看護師は、入所している子どもたち、

共に働く職員を感染から守る使命を託されました。感染症学に精通している嘱託医のアドバイスを頂きながら、子どもたち、職員だけ

でなく、面会に来られる保護者への感染予防対策にも配慮する必要性を学び、面会交流を制限せざるを得ませんでした。

面会交流の制限に対しては医療従事者からの観点と家庭支援専門相談員、里親支援専門相談員、養育者からの観点に多少の温度差

があり、子どもの成長発達、親と子の関係性において制限する事のデメリットについて話し合いを続けて参りました。これからも面会交流

の大切さの理解のもと、話し合いを深め、少しでも早く制限を緩和し、時間を取り戻すべく、子どもと保護者が幸せな心地よい時間を共

有できる面会交流を進められる様、取り組んでまいります。（看護師　村上）

麻布乳児院では、居室やプレイルームなど子どもが普段生活する場所で面会を行い、養育者が日

ごろの様子を保護者に伝えていました。保護者が子どもの生活しているお部屋に入り、お気に入り

の玩具、使っている寝具等を手に取ることができることで、少しでも安心した気持ちに繋がれれば

と考えています。また、子どもが他の子どもと関わる姿、養育者が子ども達と遊ぶ様子、寝かしつ

けをしている様子なども近くで見ることができます。他の子どもを見て、「〇〇ちゃんもこうだったな」「こ

んなこともできるようになるのですね」「こういう時はどうしたらいいのですか」など会話も自然と生ま

れます。面会では保護者と養育者が会話をして微笑む姿を子ども自身が目で見たり聞いたりする時間

も大切にしてきました。コロナ禍になり面会する中で大切にしてきたこと全てを継続するのが難しくなり

ましたが、今は保護者と過ごす時間をやめないことを第一に考えていき、今後は以前のような面会が行

えるように進めていきたいと思います。（養育主任　秋葉）

養育者

看護

発熱時や胃腸炎感染症でも、面会制限は特になし

全ての面会を中止する

週１回１時間２名までの面会を再開

発熱したフロアの面会中止、

その後全てのフロアで面会中止となる

全てのフロアの面会再開

週1回 2時間 2名迄の面会

（ケース状況により、異なる）

コロナ以前：

2020 年 3月～5月：

6月～：

6月19日～：

7月18日～：

2021年 3月～：

新型コロナウイルス
感染症による面会制限

コロナ感染対策で、体調チェック等条件を設けて面会交流を実施しています。場所を限定し時間と回数に厳しい制限がある中でも、交

流の積み重ねで子どもと保護者の関係が深まっていく様子に、面会交流を続ける大切さを強く感じます。保護者に人見知りをして大泣き

していた子が、抱っこをせがんで別れを嫌がるようになり、固まっていた子が笑顔で遊びを楽しむようになるという変化につれ、保護者

の関わりも愛情も、より大きくしっかりと育っていると感じます。残念なことは保護者に子ども達の生活空間に入っていただけない事です。

居室内面会では自然に目にしていただいていた同室児との様子や養育者との関わりを、今は直接見てもらえません。「子どもってこうい

うものなんだ」と見て学べる場に身を置いてもらい、養育者と日頃の様子や育児のコツ、ヒントを伝え合う事と、同じ子どもに愛情を感じ、

共に育てる仲間だという意識をお互いに育むという大切な事が充分にできていないのではと危惧しています。コロナ禍の親子にどう最善

の面会交流を保障できるか、模索する日々です。

（家庭支援専門相談員　ディウフ）

2020 年春の緊急事態宣言の頃、3ヶ月の面会中止。里親交流中だったケースもストップしていまいました。手紙のやり取りだけでは、関係を築くのは難しい。

そんな中、手探りでオンライン面会を実施することに。４歳の男の子、画面を前に「ねぇ、セミ描いて」「カマキリ描いて」と次 と々大好きな虫の絵をリクエスト。

画面の向こうで里親さんが絵を描いて見せてくれます。「テープで貼ってつなげて」と言ったり、自分で描いた虫を見せたりし、あっという間に 1 時間近くに

なることも。その後面会再開となり、久しぶりの対面。最初は照れている様子でしたが、画面を通してずっとやり取りしていたこともあり、「ねぇ虫描いて」「次はクモ」

とすぐに遊びの続きを始めました。里親を必要としている子どもにとって、里親さんとの初めての対面や乳児院での交流が大切だという事は言うまでもありません。

1日でも早く子どもが里親さんに会い、丁寧に里親家庭にバトンタッチしたいと思っている中、コロナを理由に延期するわけにはいきません。大人にとっての３ヵ

月は、子どもにとっては大きな３ヵ月です。あの時の面会中止が妥当だったのかと考えると、今でも歯がゆい気持ちが蘇ります。里親さんと子どもたちの会えな

い期間を何とか繋ぎ止めた日々でした。（里親交流支援員 首藤）

家庭支援

心理

里親支援

面会交流の二つの大切さ

待ったなしの里親交流

面会交流以前から
育める関係性

全ての子どもは、生みのお母さんのお腹の中で過ごし、関わりを持っています。お腹の中にいるとき

がどんな状態であれ、生みのお母さんは、子どもにとって影響を与える特別な存在です。その子ども

に面会があってもなくても、子ども方から「〇〇ちゃんのママ来る？」と子どもが声をあげるのを待つ

のではなく、赤ちゃんの頃から「産んでくれたお母さんがいるよ」「元気にしているかな」「元気でい

てほしいね」と一緒に願うことを通して、子どものこころのなかに生みのお母さんの存在を「ある」こ

とにできる。そういう中で育ってくる「子どもの声」にしっかりと耳を傾けたいと思います。それがときに、

会えない寂しさやいらいらなど、受けとめるのが苦しくなるような声だったとしても、そこにある思いを養

育者と一緒に感じる。子ども達は決してひとりではありません。面会交流を通して育まれる関係性と、面

会交流以前から育める関係性、そしてそのすべてを受けとめる養育者との関係性。「面会交流の制限」と

いう出来事から、様 な々レベルでの関係性について考えています。（心理士　仲井）

発熱時や胃腸炎感染症でも、面会制限は特になし

全ての面会を中止する

週１回１時間２名までの面会を再開

発熱したフロアの面会中止、

その後全てのフロアで面会中止となる

全てのフロアの面会再開

週1回 2時間 2名迄の面会

（ケース状況により、異なる）

新型コロナウイルス
感染症による面会制限



勤続年数8年（現在９年目）
竹田さん


